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  「読書の秋」です。   

 先日(１０／６)の全校集会では，「読書の秋」を迎え，子どもたちにもっとたくさんの本を読んで
もらいたいと思い，次のような話をしました。 
 
 今日は，「読書の秋」についてお話ししたいと思います。なぜ，読書の秋なのでしょうか。秋に
なると，だんだん涼しくなってきます。気温が１４度から１６度の時が，脳の働きに一番いい温度
なのだそうです。脳の働きが活発になるので，勉強や読書に集中できるのだそうです。 
 有名な脳科学者の茂木健一郎先生，本を読むことが，脳にとってどんないいことがあるかについ
て３つのことを言っています。 
 １つ目は「読書のワクワクで頭がよくなる」です。勉強が得意な子は読書好きの子が多く，勉強
が苦手な子は読書をあまりしない子が多いそうです。脳の働きを活発にする物質にドーパミンとい
う物質があるそうです。どういうときにドーパミンが出るのでしょうか。それは，ワクワクしたり
ドキドキしたり，感動したりしたときです。つまり，読書して物語の世界に引き込まれてワクワク
することによって，脳の働きが高まり，その結果，頭がよくなるというわけです。 
 ２つ目は「集中力を鍛えて本番に強い子になれる」です。集中力を鍛えるのに一番よい方法は，
すこし難しい本をがまんして集中して読むことだそうです。普段から読書で集中力を鍛えておくこ
とで，本番で力を十分に出し切れるようになります。 
 ３つ目は，「読んだ分だけ自分の力になる」です。本は，読んだ分だけ積み上がって，その積み
上がった本の高さから世界を見られると言うことです。１０冊読んだ人は１０冊分の高さから，１
００冊読んだ人は１００冊分の高さから遠くを見ることができると言うことです。つまり，読んだ
分だけ知っていることが増えるということですね。 
 山都小学校では，１か月に読む本の目標を決めています。１，２年生は１か月に８冊，３，４年
生は４冊，５，６年生は３冊です。みなさんは，９月の１か月間で何冊本を読みましたか？教室に
市の図書館から借りてきた本が置いてありますね。１冊読むごとにシールを貼ることになっていま
す。読書は，図書室の本を借りるだけでなくてもいいと思います。本屋で自分の好きな本を買って
きて読むのもいいでしょう。市の図書館に行って借りてきてもいいと思います。今週は，メディア
セレクト週間です。テレビやゲームをやめて，読書に取り組んでほしいと思います。今日は，読書
について話をしました。 

 

  秋空のもと「いも煮会」  

 
 １０月９日(金)，「自然に親しむ会(いも煮会)」を実施しました。台風の影響で前日は雨と風が強
く，当日の天気が心配でしたが，好天に恵まれ，秋空のもと楽しい一日を過ごすことができました。
昨年度までは，一ノ戸川の川原で実施していましたが，今年から山都の森林スポーツ公園に場所を変
えて行いました。１～６年生までのの縦割り班で活動しました。５，６年生が「いも煮」を作ってい
る間，１～４年生は４年生がリーダーとなってアスレチックをしたり，笹舟を作ったり，松ぼっくり
を拾ったりと自然に親しみました。「いも煮」は，なかなか火がつかなかったり，水を入れすぎてな
かなか煮えなかったりと苦労しましたが，その分，味の方は格別だったようです。材料の準備にご協
力いただき，ありがとうございました。 


